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2024年 12月期 通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2024年２月 14日の「2023年 12月期 決算短信」で開示した 2024

年 12月期（2024年１月１日～2024年 12月 31日）の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいた

します。 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（2024年１月１日～2024年 12月 31日） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１ 株 当 た り 

連結当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

9,215 

百万円 

1,044 

百万円 

1,034 

百万円 

668 

円 銭 

87.34 

今回修正予想（Ｂ） 7,923 538 524 354 47.14 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,292 △505 △509 △314  

増 減 率（ ％ ） △14.0% △48.4% △49.2% △47.0%  

（参考）前期連結実績 

（2023 年 12 月期） 
7,653 774 806 539 70.58 

 

２．修正の理由 

売上高については、当社顧客企業の DX投資への関心は依然として高く市場環境は良好であるものの、提

案する案件の大型化等により、製品ライセンスを始めとする新規契約の営業活動が長期化する傾向にありま

す。プロダクトサービスは、サブスクリプションが LaKeel Online Media Serviceの好調により計画通りに

推移している一方、ライセンス販売及びこれに付随するコンサルティングサービスが当初計画を大きく下回

っており、プロフェッショナルサービスは複数プロジェクトの規模縮小に伴い売上が減少したことから、通

期連結売上高の予想を修正いたします。 

利益面では、コンサルティングサービスとプロフェッショナルサービスの一部で低利益率の案件が生じて

おり、第４四半期は来期を見据えた利益率改善の準備期間と位置づけ、低利益率案件の見直し等を行う方針

です。連結営業利益、連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益については、販管費及び一般管理費

が当初予想より減少する見込みであるものの、ライセンス、コンサルティングサービス及びプロフェッショ

ナルサービスの売上修正に伴い各利益が減少するため、当初予想を修正いたします。 

 

※本日（2024年 11月 14日）公表いたしました「2024年 12月期 第３四半期決算説明資料」も併せてご参照ください。 

※上記業績予想は、現時点において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因に

よって異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


